
学校番号 １００８ 

令和２年度 音楽科 

 

教科 音楽 科目 ソルフェージュ 単位数 ２単位 年次 ３年次 

講座名 保育音楽Ⅱ 

使用教科書  

副教材等 阿部直美のふれあい手あそび歌あそび （株式会社世界文化社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・この講座は、楽典、階名唱、手遊び歌の実演・創作、ピアノ演奏の４つの分野を年間通して勉強

します。 

・学習の到達度は、授業で配布するワークシートや実技テスト、筆記テストで評価します。 

・それぞれの活動に先入観や好き嫌いなく取り組むことで、保育の現場で必要とされる音楽の力を

広げ、深めることができます。 

・この講座で取り組んだことが、保育の現場で生かされ、皆さんの支えとなることを願っています。 

 

２ 学習の到達目標 

・楽譜を読む力をつけ、様々な曲ですぐに活用できるようにする 

・発声のしくみ、発声の基本を理解し、声を出した状態の良し悪しを判断できる力を少しでもつけ

たい 

・鍵盤楽器（ピアノ、キーボード）の基礎技術を獲得する。 

・コードネームを理解し、簡単な伴奏付けでけるようにする 

・表現力を高める 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a: 音楽への関心・意

欲・態度 

b: 音楽表現の創意 

工夫 
c: 音楽表現の技能 d: 鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

保育の現場で活用さ

れる音楽や音楽文化

に関心をもち、楽典、

階名唱、手遊び歌の実

演・創作、ピアノ演奏

の学習に主体的に取

り組もうとする。 

その音楽を形作って

いる要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、階名唱、手遊

び歌の実演・創作、ピ

アノ演奏を工夫し、ど

のように歌唱・演奏す

るかについて表現意

図をもっている。 

創意工夫を生かし

た音楽表現をする為

に必要な楽典、の知

識や階名唱、手遊び

歌の実演・創作、ピ

アノ演奏の技能を身

に付け、創造的に表

現している。 

音楽を形づくってい

る要素を知覚し、そ

れらの働きを感受し

ながら、楽曲や演奏

を解釈したり、それ

らの価値を考えたり

して、音楽に対する

理解を深め、よさや

美しさを創造的に味

わって聴いている。 

評
価
方
法 

授業態度 

学習の取り組み状況 

(観察・聴取) 

学習プリントの作成

状況 

学習の取り組み状況 

(観察・聴取) 

実技課題進度状況 

学習の取り組み状況 

(観察・聴取) 

創作曲 

学習プリント 

定期考査 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

  



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
タ
ー
ム 

 

手
遊
び
を
つ
く
ろ
う 

＜手遊び歌＞ 

ごんべさんのあかちゃん 

おはぎのよめいり 

おたまじゃくし 

○ ○ ○  a:歌う喜びを味わい、イメージ

をもって歌う学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きが生み

出す雰囲気や特質を感受しな

がら、歌詞の内容と関わらせて

どのように歌うか、表現意図を

もっている。 

c:表現したい事を伝える為の

歌唱技術を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

＜創作＞ 

おはぎのよめいりをモチー

フに手遊びを作ってプレゼ

ン！ 

○   ○ a:主体的に作品を記譜、記録し

たり、互いに発表しあったりす

る活動に関心をもち、主体的に

取り組もうとしている。 

d:できあがった作品について

音楽の諸要素の働きがイメー

ジにふさわしいものになって

いるか考えながら創造的に聞

いている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
た
め
に 

＜楽典・ソルフェージュ＞ 

繰り返し記号 

いろいろな記号 

拍子について 

階名唱 

 

 

○  ○  a:楽譜に書かれた情報を読み

取り歌い、リズム打ちをするた

めの学習に主体的に取り組ん

でいる。 

c: 楽譜を読譜し、表現した

い事を伝える為の技能を身

に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

＜ピアノ演奏＞ 

任意のピアノ曲 

○  ○  a:ピアノの練習方法を身に付

ける為の学習に主体的に取り

組んでいる。 

c:ピアノを演奏するために必

要な技能を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



２
タ
ー
ム 

手
遊
び
を
生
か
そ
う 

リ
ズ
ム
遊
び
を
作
ろ
う 

＜劇遊び＞ 

わくわくもりの動物たち 

ブレーメンの大サーカス 

 

○ ○ ○  a:歌う喜びを味わい、イメージ

をもって歌う学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きが生み

出す雰囲気や特質を感受しな

がら、歌詞の内容と関わらせて

どのように歌うか、表現意図を

もっている。 

c:表現したい事を伝える為の

歌唱技術を身に付けている。 

 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
た
め
に 

＜楽典・ソルフェージュ＞ 

調性について 

聴音 

階名唱 

 

 

○  ○  a:楽譜に書かれた情報を読み

取り歌い、リズム打ちをするた

めの学習に主体的に取り組ん

でいる。 

c: 楽譜を読譜し、表現した

い事を伝える為の技能を身

に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

＜ピアノ演奏＞ 

任意のピアノ曲 

○  ○  a:ピアノの練習方法を身に付

ける為の学習に主体的に取り

組んでいる。 

c:ピアノを演奏するために必

要な技能を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

３
タ
ー
ム 

 

手
遊
び
を
知
ろ
う 

＜手遊び歌＞ 

ふれあいわらべうた より 

げんこつやまのたぬきさん 

おてらのおしょうさん 

たけやぶのなかから 

他 

○ ○ ○  a:歌う喜びを味わい、イメージ

をもって歌う学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きが生み

出す雰囲気や特質を感受しな

がら、歌詞の内容と関わらせて

どのように歌うか、表現意図を

もっている。 

c:表現したい事を伝える為の

歌唱技術を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ピ
ア
ノ
を
演
奏
す
る
た
め
に 

＜楽典・ソルフェージュ＞ 

プリント「コードについて

1,2,3」 

○  ○  a:楽譜に書かれた情報を読み

取り歌い、リズム打ちをするた

めの学習に主体的に取り組ん

でいる。 

c: 楽譜を読譜し、表現した

い事を伝える為の技能を身

に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 



＜ピアノ演奏＞ 

任意のピアノ曲 

童謡弾き歌い 

○  ○  a:ピアノの練習方法を身に付

ける為の学習に主体的に取り

組んでいる。 

c:ピアノを演奏するために必

要な技能を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

＜創作＞ 

コードを付けてピアノを演

奏しよう。 

自分でアレンジして演奏し

よう。 

○   ○ a:主体的に作品を記譜、記録し

たり、互いに発表しあったりす

る活動に関心をもち、主体的に

取り組もうとしている。 

d:できあがった作品について

音楽の諸要素の働きがイメー

ジにふさわしいものになって

いるか考えながら創造的に聞

いている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

４
タ
ー
ム 

手
遊
び
歌
を
実
演
し
よ
う 

＜手遊び歌＞ 

任意の手遊び歌 

 

○ ○ ○  a:歌う喜びを味わい、イメージ

をもって歌う学習に主体的に

取り組もうとしている。 

b:音楽を形づくっている要素

を知覚し、それらの働きが生み

出す雰囲気や特質を感受しな

がら、歌詞の内容と関わらせて

どのように歌うか、表現意図を

もっている。 

c:表現したい事を伝える為の

歌唱技術を身に付けている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

ピ
ア
ノ
の
演
奏
を
楽
し

も
う 

＜ピアノ演奏＞ 

任意の手遊び歌の伴奏 

任意のピアノ曲 

○  ○  a:ピアノの練習方法を身に付

ける為の学習に主体的に取り

組んでいる。 

c:ピアノを演奏するために必

要な技能を身につけている。 

観察 

ワークシート 

演奏の聴取 

 

※ 表中の観点について a: 音楽への関心・意欲・態度  b: 音楽表現の創意工夫 

c: 音楽表現の技能       d: 鑑賞の能力 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


